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語句－文書行列の作成

使用するライブラリ：RMeCab

実行手順

1. RでRMeCabのライブラリを読み込む

2. LSAのパッケージの内容を変更したLSA.txtを読み込ませる

3. RMeCabのdocMatrixでディレクトリ指定







特異値分解と次元数の選択

• docMatrix内にある分析対象の行列には1つの文書

しか現れていない語句が多いため、語句が複数の
文書しか現れていないものしか取り扱わないように
する。

• 217語×33人 → 73語×33人



特異値分解

• dimReducShare・・・特異値の総合計に対する割合を
0.5以上になるまで特異値の累積和を計算し、次元
縮小した意味空間を返す



類似性の計算Ⅰ

• myCosine・・・全ての列に関してコサイン計算を行う。



類似性の計算Ⅱ

• 浅野くんの好みの女性

– 「社交性で優しいし、俺のことを優先してくれるけど、意外
とクールな面もある人」

• docMatrix()で保持している品詞が「名詞」、「動詞」、

「形容詞」だったため、浅野くんの好みを形態素解析
する際に、3つ品詞を指定



類似性の計算Ⅲ

• 浅野くんの理想を表す12語が検索対象の73語にあ
るかどうか確認する

• 4,6,7,8,10,11番目の語がないため、この言葉を除い
て分析を行う



類似性の計算Ⅳ

• 潜在意味空間上に浅野くんの理想の人ベクトルを
位置づける

• 角度の1番小さい人が浅野くんの運命の人

• 結果：3番の女の子が運命の人


